
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年 8 月 3 日に小学生向けの人気講座「学ぼう！ 遊ぼう！ 世界体験旅行！」を開催しました。この講座は、子供

たちがいろいろな国の文化にふれ、楽しみながら国際理解を深められるようにと企画されているものです。今回は、カ

ザフスタン、モンゴル、中国、アメリカ、コンゴ民主共和国の 5 か国から来た講師の方々が、それぞれの国の文化や生

活、言葉などを紹介してくれました。子どもたちは「特製のパスポート」を持って、各国のブースをめぐり、外国の講師

たちとふれあいながら学びました。当日は英語・中国語で絵本を読んでもらったり、民族衣装を着て写真を撮ったりと、

普段はなかなかできない貴重な体験に、子どもたちは興味深々！楽しく世界を旅するような１日になりました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度青少年国際理解講座「学ぼう！遊ぼう！世界体験旅行!」 

2026 年 8 月 3 日 不動技研ながさき市立図書館 多目的ホール 

なぴあ 
2026 年 9 月発行 VOL.132 

公益財団法人長崎県国際交流協会 広報誌 

事業 

報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. イベント概要 

2026 年 6 月 8 日、長崎県佐世保市にて日本語ス

ピーチコンテストを開催いたしました。 

本イベントのメインプログラムとして実施された

スピーチコンテストでは、『日本人に知ってほしい

私の国の良いところ』というテーマのもと、地域の

さまざまな分野で活躍・奮闘している 9 名の外国人

発表者の皆さんが登壇されました。各発表者がそれ

ぞれの想いを胸に、堂々としたパフォーマンスと心

のこもったスピーチを披露してくださり、会場から

は温かい拍手が送られました。 

また、スピーチだけでなく音楽プログラムも同時に

開催され、参加各国の伝統的なダンスやオリジナル

の歌などが披露されました。国籍を超えて会場全体

が一体となり、大いに盛り上がりを見せる素晴らし

い時間となりました。 

 

3. 会場の様子と国際交流の成果 

スピーチ終了後の交流タイムでは、日本人の参加者

が興味津々でスピーチの内容について質問を投げ

かける姿が見られました。「あの素敵な島から来ら

れたのですね」といった会話があちこちで弾み、終

始和やかで温かい雰囲気に包まれていました。 

今回のイベントは、スピーチを行った発表者だけで 

なく、歌やダンスを披露した方々、そして一般の外

国人出席者にとっても、お互いの文化や国の良さを

知り合える非常に有意義な機会となりました。イベ

ント終了後には、参加者同士が笑顔で連絡先を交換

しながら帰路につく姿が強く印象に残っています。

国籍や言葉の壁を超えて心の距離を縮めるという、

「人と人とのつながりを生み出す国際交流」の本来

の意味と価値をあらためて実感できる素晴らしい

イベントとなりました。 

 

 

 

 

 

2. スピーチコンテスト 優勝内容 

数ある素晴らしい発表の中で見事 1 位（優勝）に輝

いたのは、発表者の母国であるインドネシア・スマ

トラ島近郊に位置する「ムンタワイ島」についての

紹介でした。 

• 手つかずの自然と温かい人々： 美しく澄み

渡る海や豊かな緑、そして訪れる人々を優し

く迎え入れる人々の温かさについて魅力た

っぷりに語られました。 

• 自然と共に生きる精神： 島へ向かうには船

で長時間を要し、時にはインターネットも繋

がらない環境です。しかし、だからこそ現代

でも手つかずの自然がそのまま残されてお

り、野生のジュゴンを目にすることもできる

貴重な環境が守られています。 

• 自然への感謝と祈り： 暮らしの中で木を伐

採する際にも、自然への深い感謝と祈りを捧

げる風習があるなど、人間と自然が調和して

生きる姿勢が紹介されました。 

高い日本語の語彙力だけでなく、表情豊かに身振り

手振りを交えて語られる未だ見ぬ海外の情景に、出

席者は引き込まれ、会場からは惜しみない大きな拍

手が送られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  事業 

報告 

わたしたち、九州アジアン産業支援協同組合は、

監理団体および登録支援機関として技能実習や

就労を通じた人材交流を支えています。仕事のサ

ポートにとどまらず、毎週の日本語学習や毎年の

交流会を開催。人と人との心を通わせ、互いの文

化を理解し合える温かな国際交流の場づくりに

も力を注いでいます。 

 

草の根国際交流支援事業（活動報告） 
長崎県国際交流協会では、地域の団体が行う多文化共生や国際交流の取組を後押しするため、 

「草の根国際交流支援事業」を実施し、地域に根ざした活動を助成しています。 

今回は、今年度採択された「九州アジアン産業支援協同組合」様より、 

「日本語スピーチコンテスト」について活動報告をいただきましたのでご紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様化・複雑化する相談内容 

近年、相談内容は従来の在留手続きに関するものだけで

なく、より幅広く複雑なものへと変化しています。 

具体的には、雇用・労働条件に関する相談、職場での人

間関係やトラブル、子どもの教育や学校生活に関する悩

み、出産・子育てに伴う不安、結婚・離婚に関する問題、

DV （家庭内暴力）、さらには心身のストレスや孤立感など、

生活全般に関わる相談が増えています。 

こうした背景には、在留外国人数の増加に加え、生活の

長期化・定住化が進み、外国人住民が直面する課題が多

様化していることがあります。 

相談窓口では、一人ひとりの状況に寄り添いながら 

必要に応じて専門機関や支援団体と連携し、 

適切な支援につなげることを大切にしています。 

 

相談件数の推移と現状 

これまでの相談件数は年間おおよそ 300～400 件で推移

してきましたが、近年の在留外国人数の増加に伴い、令

和 8 年度は前年同期比で 1.6 倍以上と大幅に増加してい

ます。こうした状況から、外国人住民の皆さまからの相

談ニーズが一層高まっていることがうかがえます。 

相談窓口では増加する相談に対応するため、関係機関と

の連携を進めるなど、よりきめ細やかな支援が行えるよ

う取り組んでいます。 

 

毎月第４土曜日「行政書士による専門相談会」 

通常の相談窓口に加え、毎月第 4 土曜日に「行政書士に

よる専門相談会」を開催しています。この相談会では、

在留資格や申請手続きなど、専門的な知識を必要とする

内容について、行政書士に直接相談できる機会で相談は

無料です。 

 

 

続きに不安を抱える方にとって、心強い機会となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談内容は在留資格に限らず、社会生活におけるさまざ

まな問題にも対応しており、必要に応じて他の専門機関

や支援団体への橋渡しも行っています。 

相談対応には行政書士だけでなく、関連機関や外国人支

援団体、各市町の担当窓口などが連携し、ネットワーク

を活かした支援体制を構築しています。複雑な課題に対

しても関係者が協力して相談者の状況に応じた支援を行

うことを大切にしています。 

 

地域に寄り添う相談体制 

県内に在住する外国人の皆さまが、身近な場所で相談で

きるようにすることも重要だと考えています。 

そのため、県内各地での出張相談会の開催や日本語教室

など、外国人の皆さまが集まる場での相談対応について

も今後取り組みを広げていく予定です。これにより、「ど

こに相談してよいかわからない」「窓口まで行くのが難し

い」といった方にも支援が届くよう相談機会の拡充を進

めてまいります。 

 

「長崎でよかった」と思える地域へ 

言葉や制度などの違いから生じる不安や困りごとを少し

でも和らげ、安心して日々を過ごしていただけるよう、

今後も相談体制の充実や関係機関との連携強化を進めな

がら、外国人住民の皆さまの声に耳を傾け、一人ひとり

に寄り添った支援に努めていきます。 

外国人の皆さまが「長崎を選んでよかった」と実感でき、

誰もが安心して暮らせるまちづくりに向けて、今後も取

り組みを進めてまいります。 

県内にお住まいの外国人の皆さまが、安心して暮らし続けることができる 

環境づくりを目指し、長崎県国際交流協会では令和元年より 

「長崎県外国人相談窓口」を設置しています。 

相談窓口では、日常生活や仕事、在留手続きに関する相談をはじめ、 

さまざまな不安や悩みに対応しており、外国人住民の皆さまにとって身近な相談先となることを目指しています。 

相談は、無料で対面・電話・メールなどの方法で受け付けており、22 か国語（※）に対応した多言語体制を整えてい

ます。日本語が十分でない方でも母語や得意な言語で相談できるよう配慮していることが大きな特徴です。 

相談時間は、毎週月曜日から金曜日（祝日、12/29～1/3 を除く）の午前 9 時から午後 4 時までです。 

 

 

（※）日本語、英語、中国語、韓国語、 

ベトナム語、ネパール語、インドネシア語、 

タイ語、タガログ語、マレー語、 

ポルトガル語、スペイン語、フランス語、

ロシア語、ドイツ語、イタリア語、 

シンハラ語、ミャンマー語、クメール語、

モンゴル語、ヒンディー語、ベンガル語 

事業 

報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは！私は JICA 海外協力隊として、中米グアテマラ共和国で 2 年間、ソフトボールの指導を行いました。 

中米と聞くと、「サッカーが盛んな国」というイメージを持つ方も多いと思います。その通りで、グアテマラではソフトボールを

知っている人は 10 人に 1 人程度です。それでも、ソフトボールが好きで、一生懸命練習する子どもたちがいます。 

活動のひとつとして、私はソフトボールの普及に力を入れました。より多くの人に競技を知ってもらい、スポーツを通して夢や

目標を持つきっかけになればという思いから、学校や大学、企業を訪問し、体験会を実施しました。 

しかし、グアテマラではグラウンドやグラブ、バットなどを身近に手に入れることが難しく、ソフトボールを始める環境が十分

ではありません。そこで、屋内でもボールひとつで楽しめるソフトボール型スポーツを現地のコーチや選手と一緒に考案し

ました。体験会を重ねながらルールを工夫し、子どもから大人まで、女性も男性も一緒に楽しめる内容へと改善しました。そ

の結果、「またやりたい！」という声も多くいただきました。また、より良い環境で競技を続けてもらえるよう、日本から 2 度に

わたり用具の寄付も行いました。 

活動を通して、私自身も多くのことを学びました。言葉だけでは伝わらない場面もありましたが、一緒に考え、一緒に楽しむ

ことで心は通じ合えることを実感しました。帰国後、「今月もスポーツデーでソフトボールをやったよ！」という連絡を受けた

時は、本当にうれしかったです。私が帰国した後も活動が続いていることが、何よりの成果だと感じています。 

現在は兼子漁具株式会社に勤務しています。長崎の漁業を支える仕事に携わるとともに、長崎の海を未来へつなぐ仲間を

増やしたいという思いから、「海プラアップサイクル」や「おさかな食堂」、外国人向け料理体験などにも取り組んでいます。

グアテマラで学んだ、人と人とのつながりを大切にしながら、これからも地域に貢献していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¡Hola! ¿Qué onda?（みなさん元気ですか？） 

ウエウエテナンゴの選手達の様子 

日本からの用具寄付の様子 

グアテマラ共和国の一般情報（外務省の HP より引用） 

面積：108,889 平方キロメートル 

人口：1,840 万人（2024 年世界銀行（推定）） 

首都：グアテマラ市   

民族：マヤ系先住民 41.7％、ラディーノ（欧州系と先住民の混血）・欧州系 56％、

その他（ガリフナ族、シンカ族等）2.3％（2018 年 グアテマラ国勢調査）

言語：スペイン語（公用語）、その他に 22 のマヤ系言語等あり   

宗教：憲法上宗教の自由を保障。主にカトリック及びプロテスタント。 

兼子晃治（かねここうじ）さん 
隊次  ：2023 年度 3 次隊  

派遣国：グアテマラ共和国 職種：ソフトボール 

小学校での体験会の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

9 月は防災月間です。自然災害はいつ、どこで発生する

か分かりません。 

長崎県国際交流協会では、外国人住民のみなさまがい

ざというときに適切な行動をとれるよう、防災ガイドブッ

ク『知っておこう！ 災害が起こるその前に！！』を作成し

ています。日頃の備えから非常時の対応まで、重要な情

報を分かりやすくまとめた一冊です。 

 

■ 多様な言語に対応 

より多くの方にご活用いただけるよう、以下の 5 つの言

語で作成しています。 

日本語、英語、中国語、韓国語、ベトナム語 

※日本語版は、難しい防災用語を避け、短く分かりやす

い「やさしい日本語」で記載しています。 

 

■ ガイドブックの主な内容 

（日頃の備え） 

県内各市町の連絡先一覧や避難所の確認方法、非常

持ち出し品（水・食料、貴重品、救急用品、防災グッズ等）

のチェックリストを掲載しています。 

（災害発生時の行動と伝言サービス） 

地震・台風・火災など災害別に身を守るための基本的

な行動（家具の下に入る、車は左側に止める、119 番

通報の仕方など）や、安否確認に役立つ「災害用伝言

ダイヤル（web171 等）」の使い方を紹介しています。 

（避難所でのルールと日本語での伝え方） 

土足禁止、ゴミの分別、トイレのマナーなど避難所での

基本的なルールのほか、災害時に自分の情報を日本語

で伝えるための簡単なフレーズを掲載しています。 

 

■ 無償で配布しています 

本ガイドブックをはじめとする各冊子は無償（無料）で

お渡ししています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（受取方法） 協会窓口での直接お渡し、郵送、または

公式 Web サイトからのダウンロード（PDF） 

（対象）外国人住民、ご家族、支援者、外国人スタッフを

雇用する企業・団体、地域の自主防災組織など、どなた

でもご利用いただけます。 

必要な部数や言語をご指定のうえ、防災訓練や職場研

修、来日時の配布などにぜひご活用ください。 

 

■ その他の外国人の方向けの便利なガイドブック 

当協会ではこのほかにも、生活の基本情報をまとめた

『ながさき生活ガイドブック』や『病院に行くときに使う

本』も提供しています。あわせてご活用ください。 

 

いざという時に身を守る第一歩は、日頃の備えです。ま

ずは身近な防災対策から始めてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っておこう！ 災害が起こるその前に！！〜外国人向け「防災ガイドブック」をご活用ください〜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県外国人相談窓口 
営業時間：月曜日～金曜日、午前 9 時～午後 4 時 

休み  ：土曜日、日曜日、祝日、12/29～1/3 

TEL  ：095-820-3377 

E メール：soudan@nia.or.jp 

場所  ：長崎県国際交流協会内（長崎市出島町 

2-11） 

外国人の在留資格、出産、福祉などの生活相談などにつ

いて、長崎に住む外国人や日本人の外国人関係者が相談

することが出来ます。 

電話通訳を利用し、22 の言語で対応可能です。 

ご支援いただいている賛助会員 

安達株式会社 扇精光ホールディングス株式会社 

ヤナセ産業株式会社 長崎県青果移出商業協同組合 

東興産業株式会社 個人会員１８名 

外国人の業務支援ボランティアの募集 

月曜日、火曜日、木曜日、金曜日のいずれか午後 1 時

から午後 4 時まで、私たちの業務をサポートしてくださ

るボランティアを募集しています。日本人とペアで活動

してもらいます。新聞のコピーやチラシを折るなど、簡

単な活動です。交通費として、毎回 1,000 円を翌月に

まとめてお支払いします。 

お気軽にお問い合わせください。 

TEL：０９５－８２３－３９３１ 

第 28 回「ながさき国際協力・ 

交流フェスティバル」のご案内 

 
今年も、子どもから大人まで楽しめる内容が盛

りだくさんです。国際交流・国際協力に関わる

日本人・外国人が、皆様を会場でお待ちしてお

ります。ぜひ、遊びに来てください。 

日時：2026 年 12 月 13 日（日） 

午前 11 時から午後 4 時 

会場：長崎県庁 1 階 
※詳しくは当協会ホームページでご確認ください。 

第 17 回「～語り合おう in Nagasaki～ 

外国人による日本語弁論大会」 

一般来場者募集のご案内 

 
2 年ぶりに開催いたします。出場者の熱意あふれる

スピーチをぜひ会場でお聞きください。（参加無料） 

日時：2026 年 11 月 15 日（日） 

午後 1 時 30 分から午後 4 時 

会場：国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 

地下 2 階交流ラウンジ 

テーマ：外国人から見た日本・平和・国際交流 

※詳しくは当協会ホームページでご確認ください。 

※詳しくは、長崎県国際

交流協会にお問い合わせ

ください。 

多言語冊子の無料配布 

外国人に関わる皆さまに、3 種類の冊子を日本語、英語、

中国語、韓国語、ベトナム語で無料配布しています。 

※郵送ご希望の方は、ご相談ください。 

《無料配布している多言語冊子》 

・ながさき生活ガイドブック 

・知っておこう！災害が起こるその前に！ 

・病院に行く時に使う本 

賛助会員募集中 

私たちは、「世界の人々と共生し交流する活力ある地

域づくり」を趣旨とし、日本人・外国人がお互いに理

解・助け合いながら協働・共生する地域づくりに貢献で

きるよう活動しております。 

安定した運営を確保するためにも、私たちの活動の趣

旨に賛同し、支援してくださる個人・企業・管理団体・

民間団体を募集しています。 

年会費 個人会員：1 口  ３, 000 円 

法人会員：1 口 10, 000 円 

協会からの 


